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新年のご挨拶
理事長 竹谷裕之

新年 明けましておめでとうございます。会員の皆様にとって、この一年が

希望に満ち、元気に活動できる年でありますよう、まずもってお祈り致しま

す。                  

グラウンドワーク東海にとって、昨年は２月に「あいち生物多様性戦略

2020 を世界に」をテーマに、６月は「改めて生物多様性の価値を考える－西

三河、矢作川流域での活動と目的は？」と題してフォーラムを開催、榎前集

落の活動等を紹介頂きながら、検討する集会を持ちました。また犬山里山学

研究所やグラウンドワーク輪之内など地域で活動する団体を訪問し、取り組

みと問題を伺いながら支援方策を考える機会としました。9 月には恒例の環

境デーなごやにブースを構え、広く市民にグラウンドワーク活動の大切さを

具体像を含め紹介しました。

今年 2016 年をどのような年にするか、たとえば一宮平成ホタルの会の研修

会にサポーターとして内山川の経験を踏まえた課題解決方法の提案はもっと

伸ばしていきたい活動です。また農業農村が持つ多面的機能の直接支払い交

付金が拡充される中、地域資源の基礎的保全活動、農村の構造変化に対応し

た体制の拡充・強化等、多面的機能を支える共同活動、地域住民を含む組織

が取り組む農村環境の良好な保全を始めとする地域資源の質的向上を図る共

同活動に関わる研修支援や提案活動などができると、なおのこと良いのでは

と考えています。

会員の皆様に必要とされる活動を充実させて参りたいと考えておりますの

で、グラウンドワーク東海をもり立てて頂きますように、心からお願い申し

上げます。

【活動計画】平成 27年度 第 2回NPO法人グラウンドワーク東海フ

ォーラム

地域の未来のために

～日頃の活動から見えてくるもの～

日時 平成 28 年 2 月 6 日（土）13:30～17:00
場所 豊橋市立多米小学校体育館

   愛知県豊橋市多米中町２丁目２７番地の１
主催 NPO 法人 グラウンドワーク東海

後援 国土交通省豊橋河川事務所、愛知県、豊橋市、東三河生態系ネットワーク協議会

参加募集対象 一般及び会員

参加費 資料代（500 円）

【申込み要領】 次の項目を 2 月 4 日(木)までに事務局宛メールでお申し込

みください。

   ①氏名、②所属団体、③午前中の内山川活動参加・見学希望の有無、

④懇親会参加有無（会費 4,000 円程度）、⑤無料シャトルバス利用希

望の有無（豊橋駅前豊橋信用金庫前 10:00 発、12:30 発）※④、⑤

両方無しの方は予約なしでも参加できます

【申込み・問合せメール】 npo.gw-tokai@ab.auone-net.jp

※午前中は現地活動団体「内山川ホタルを守る会」の活動が行われま

すので希望者は参加または見学ができます。

※フォーラム会場の近くです。

①溶岩パネルの張り付け（１０時～ ただし９時から清掃活動あ

り）名前の書かれた溶岩パネルをコンクリート護岸に張り付け

ます。

②記念植樹（１１時～）

溶岩パネルを張った護岸の法面に子どもたちの選んだ木を記念植樹

します。

プログラム

13:30 開会、主催者挨拶

13:45 基調講演

（一般財団法人）日本グラウンドワーク協会斎藤仁志事務局長

「グラウンドワーク活動団体を上手に次に繋ぐには」

～H27全国アンケート調査結果から～」

14:30 グラウンドワーク東海活動団体より報告

 朝倉川育水フォーラム

 内山川ホタルを守る会

 穂の国森づくりの会

 児童・生徒・教師からの活動報告

16:00 参加者意見交換

17:00 散会・移動

18:00 懇親会（豊橋駅前予定。会費 4,000円程度。詳細は後日発表）

【活動報告】ＧＷ輪之内さんとの意見交換会

ＧＷ東海は 11 月 23 日（月・祝）輪之内町クリーンセンター会議室において

活動団体会員のＧＷ輪之内さんとの意見交換会を行いました。ＧＷ東海からは理

事長他 2名、地元安八町の会員、その友人の方が参加。ＧＷ輪之内さんからは理

事長、事務局長に加え、輪之内中学校から先生、生徒会会長・副会長、ＮＰＯ法

人ピープルズコミュニティ理事長、輪之内町役場住民課の出席をいただき幅広い

内容の意見交換ができ、今後のＧＷ東海の活動方針を考える材料をいただきまし

た。

ＧＷ輪之内概要（ホームページより）平成 13年 12月現在

設立 1999年 9月（日本グラウンドワーク協会会員）

組織 顧問 1名・実行委員 16名（各種団体代表者）

目的 町民と企業と行政の３者がパートナーシップを組み、輪之内町の自然環境

の再生と創造を行い、美しい自然環境を後世に残す。（大榑川、中江川を美しく

することに取り組む）

会員 個人会員３２名、企業・団体会員１３団体

主な活動 大榑川クリーン活動、花いかだ制作、講演会開催、小学校の総合的な

学習への取り組み

当日は朝からＧＷ輪之内主催の

中江川クリーン活動が行われてお

り、皆さん大わらわの様子でした

が、気が付いたらＧＷ東海も後援

団体になっていましたので、閉会

式では竹谷理事長が挨拶。

この活動には地元輪之内中学校

生徒 233名を中心に約 350人の町民が参加していました。

中江川は下水道整備率が 30～40％程度のため清流とは言えませんがクリーン

活動、地下水による希釈浄化、花筏など浄化努力が行われています。

これまでのクリーン活動の

成果で、この日の獲物（ゴミ）

は少なく、最大の大物は 4~5
年前からあったという家庭用

金庫だったそうです。クリー

ン活動にはＧＷ輪之内、輪之

内町役場、輪之内中学校の他、
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船の提供など漁業関係者の協力を得て行われたと聞きました。ＧＷ東海関係者と

しては隣の安八町から参加していただけました。しかし、理事、事務局メンバー

はクリーン活動開始時刻が早かったため心理的テンションの問題で閉会式から

の参加とさせていただきました。

意見交換会は 11時ころからになりました。それに

先立ち、ＮＰＯ法人ピープルズコミュニティ理事長の

安田さんから資源ごみ分別作業場の案内をしていた

だきました。容器包装リサイクル法に基づく分別を町

から受託して年末年始以外、毎日稼働させているとのことで休日でも 3名の作業

体制を取っているとのことでした。ゴミ分別をＮＰＯが受託している事例は初め

て聞きましたが見学の間も町民が次々と資源ごみを持ち込んできていました。

意見交換

１．ＧＷ輪之内活

動紹介

・1999年秋から岐

阜県第 1号のNPO
として活動開始。

年 2 回のクリーン

活動、講演会、総

合学習支援、水質

改善協議体メンバーとして井戸水による中江川浄化に取り組んでいる。最近で

は環境講座として 9月に草津市を視察した。

・輪之内中学校の活動を GW輪之内として支援していきたい。

・最近は講座中心となっているが、花筏製作設置、生物調査も行っている。

・役場住民課と協働した活動を行っている。

２．輪之内中学校活動紹介（生徒会長、副会長）

・10 年位前から岐阜県ボランティアカード制度を利用してグラウンドワーク

活動に参加。

・GW東海から表彰されたこともある。

・グラウンドワーク活動（クリーン活動）は楽しい。嫌がる子はいない。たば

この吸い殻投げ捨てが気になるがごみは減ってきた。大型ごみをなくしたい。

・輪之内町ふれあいフェスタ環境コーナーにも参加している。

３．安八町からの参加者意見

・安八町には NPOがない。新規立上げを考えている。

・事業として町からの受託業務が有力と考えている。

・本日のクリーン活動は NHK取材（1名）が来ていたが、中学生が集めたゴ

ミが少ないので絵にならないと嘆いていた。活動の積み重ねの成果として褒め

られることだ。

４．GW東海参加者意見

・中学校の生徒会として継続的にグラウンドワーク活動をしている例は世界的

にも珍しいと思う。すばらしいこと。

・安八町の NPO立上げは大変と思いますが、目的を明確にして地元の支持が

得られれば財政的にも可能と思う。

【活動報告】大黒池（上、下）池干し

主催：犬山里山学研究所、犬山市役所公園緑地課

(1)実施日 平成２７年１０月３１日（土）

(2)主な作業責任者 【プロジエクトリーダー】里山学研究所理事長、【現場行程リ

ーダー】里山学研究所事務局長、【水門、排水管理】大黒池池守、【生物分類、調

査、計測】東海大学教授、【輸送リーダー】アメニティ協会

(3)参加人数 【東海大学】２５名【一般参加】３０名【犬山市役所】５名【里山

学研究所】１５名【その他】５名【合計】約８０名

(4)結果(魚類の匹数は、重量換算)
上池と下池は堤防で仕切られ、上池から下池に水門でつなぐ方式です。

2つの池は今回耐震化工事に入るため今回の池干しは工事の水抜きを兼ねていて、

工事がすむまで池は干したままにするため、モツゴ、タモロコ、オイカワ類の在

来魚はできるだけ下流の川に放流した。全体として、犬山のため池としては在来

魚が多い池でした、まだ犬山にはため池が 165か所あり人が入らない池には在来

魚がいることがわかりました。

グラウンドワークサポーター、派遣依頼募集
NewsLetter50 号、51 号（グラウンドワーク東海ホームページ掲載）のとおり

活動団体に助言等を行うグラウンドワークサポーターを募集しています。

また、サポーター派遣依頼も受け付けていますので適時、事務局へメールでご

連絡ください。

会費納入のお願い

改めて平成 27 年度会費未納の方へ納入手続きをご案内いたします。口座番号などは以下のとおりです。請求書が必要な方は事務局へメール、FAX などでお知らせ

ください。すでに納入いただきました方は失礼をお許しください。

金融機関 口座番号 口座名義 会費
個人正会員様 １０，０００円／

年／口

個人協力会員様 ３，０００円／

年／口

企業・活動団体様 事務局へメー

ルでご確認ください

（振替用紙ご利用）

郵便局（ゆうちょ銀行）

００８８０-８-３５７５８ ＮＰＯ グラウンドワーク東海

郵便局（ゆうちょ銀行） 記号 １２１６０

番号 ４５９６９５９１

特定非営利活動法人

グラウンドワーク東海

三菱東京 UFJ 銀行

名古屋営業部

店番 １５０ 普通

番号 ５７５９６０３

特定非営利活動法人

グラウンドワーク東海

大黒上池 大黒下池

魚種 ㎏ 匹 ㎏ 匹

モツゴ類 70.6 40700 17.9 10900

タモロコ 36. 21200 9.2 5350

オイカワ 2.9 1680 0.5 290

コイ 25.0 25 28.0 7 最大 75ｃｍ

フナ 40.5 15 126.0 50

ブルーギル（小） 5.3 320 6.0 3600

ブルーギル（中） 6.5 2700 50.0 20600

ブルーギル（大） 0.6 1 5.6 10

ブラックバス 1.4 1 0

ウシガエル（幼） 2.0 20.0

ウシガエル（成） 7

アメリカザリガニ 多数 多数

サワガニ 4 20

スジエビ 多数 多数

ドジョウ 多数

オオヤマトンボ（ヤゴ） 30


